
吉
傭
路
文
学
館

閥
山
生
ま
れ
の
芥
川
営
碓
蒙
、

吉
行
淳

之

介

は
、

『
郷

里
』

と

い

う

エ

ソ

セ

イ

の

な

か

で
、

と

に

か

く

嗣
山

県

に
は

小

説

家

が

ほ

か

の

県

に
比

べ

て
多

い
。

古

く

は

近
松

秋

江

に

は

じ

ま

っ

て
、

正

宗

白

島
・

阿

部

知

二
、

坪

畷

譲

治
、

木

下

捷

平
、

柴

蘭

錬
三

郎
、

藤

原

審

爾
－

と

書

い

て

い

る
。

岡

山

｝
雨
方

に

あ

る

吉

傭
路
文
学
館
を
訪
ね
る
と
、

吉
行
の
エ
ッ

セ
イ
を
素
直
に
納
得
す
る
。

芥
川
嘗
受
賞

者
は
、

畜

行

の

ほ

か

に

小

川

洋

子
が

お
り
、

直

木

賞
で

は

藤

原

審

爾
、

柴

困

錬
三

郎
、

重

松

清

が

い
る
。

財

固

法

人

一

吉

備

路
文

学

館

は
、

て

９

８
６
午

地
元
企
業
の
申
国
銀
行
に
よ
っ

て

設

立

さ

れ
た

珍

し

い

文

学

館

だ
。

ま

た
、

館
名
が
示
す
よ
う
に
、

古
代
の
吉
備
を
想

定

し

て

資

料
が

収

集

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

た
め

も
あ

っ

て

関

係

者

は
、

小

説

ほ

か

各

分

野
で

且

８
０

人

に

及
ん

で

い

る
。

一
、

二

階

の

展

不
場
は

企

函

展

翔

で
、

年
４

回

展

示

替

疋
す

る
が
、

う

ち

コ

回

は

全

国

レ
ベ

ル

の
企

画

展

と

の

こ

と
。

一

あ

時
期
は
「
鰯
山
の
近
代
詩
人
７
人
展
一
と

「
吉
備
路
の
作
家
墨
書
展
２
一
を
行
っ
て
お

り
、

地
方

で

な

け

れ
ば

兇
ら

れ

な

い

展

示

を

堪

能

し

た
。

（
Ｑ
Ａ
↑
息
は
Ｒ

鱗

纂
フ
ム
参

襲

ユ
ー
篭
ア
⑳
轟
春
れ
る

茎
け
ん

箸
随
筆
累

繭
騒
葛
聞

内

田

冨

聞
（
王
８
８
９

∫
亙
９
７
ユ
）
の

代

表
作
と
い
え
ば

『
阿
房
列
車
』

シ
リ
ー
ズ
。

蜘 人の縫牢柁収築 剤雛各父学資粒麟

故
郷
の
嗣
山
に
列
車
が
近
づ
く
と
、

作
者

の
胸
の
鼓
動
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
描

写
が

あ

る
。

汽
車

が

旭

川
鉄

橋

に
掛

か

っ

て
、

轟

轟
と

響

き

を
立

て
る
。

一
中

略
）

鉄

橋

を

渡

っ
た

ら
、

ぢ

き

に

悶

山

駅

で

あ

る
。

匿
聞
は
嗣
山
巾
古
京
町
の

「
志
保
屋
」

と
い
う
造
り
酒
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。

生

家

は

戦
災

で
焼

失

し

た

が
、

そ

の

一

角

郵
便
局
の
隣
の

曇
琢
の
塀
に
、

牛

の

鋳
物

淋

載

っ

花

石

碑

が

あ

り
、

「
木

蓮

の
俳
句
が
彫
ら
れ

て
い

る
。

丑

年

生

ま

れ

で

牛

の

好

き
だ

つ

２３
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た

百

閲

に

ち

な

ん

だ

も

の
だ
。

す

ぐ
近

く

の
棚
生
橘
の
南
側
に

「
お
か
や
ま
三
光

荘

。

県

民

ブ

ラ

ザ
」

が

あ

る
。

一

階

に

「
百

聞

記

念

コ
ー

ナ
ー
」

が

あ

り
、

遺

晶

や

遺
墨

が

展

示
さ

れ

て

い

た
。

さ

ら

に
、

魅

川

沿

い

の
左

手

の

公

園

に

は
、

「
内

旧

百

間
記

念

碑

園
」
と

石

柱
が

立

っ

て

い

る
。

入

る

と
、

低

い
花
山
鯉
石
の

割

り

石

積

み

の

文

学

碑
が

あ

る
。

碑

に

は

随

筆

『
十
㎝
塾

を

思

ふ
』

か

ら

の

一

節

私

は

古

京

町

の
圭

ま

れ

で
あ

っ
て
、

古

京

町
に

は
後

楽

園

が

あ

争

：

と
、

俳
何
「
春
風
や

川
浪
高

く
道

を
ひ
た

し
一

が

彫
ら

れ
て

い
る
。

篶

回

忌
一
総

年

為
月

閉

旦

に
除
籍
式
が
行
わ
れ
た
百
聞
第
王
号

の
文
学
碑
だ
が
、

ひ
か
え
員
に
刻
ま
れ
た
文

由

妻

碗
め
な
い
の
が
残
念
だ「

百
間
は
第
六
商
等
学
校

（
現
一
県
立
朝

且
局
校
）

か

ら

東

大

に
進

学

し

て

い

る
。

朝
旦
筒
校
を
訪
ね
る
と
、

正
門
ぷ
石
垣
は

冶
時
の
ま
ま
、

六
校
記
念
館
と
も
に
威
厳

が

あ

り
、

さ

す
が

と
感

じ

い

っ
淀
。

瀬
戸
町
ま
で
足
を
延
ば
し
て
胃
閲
ゆ
か

り
の
「
金
剛
童
子
杜
」
と
、

直
筆
の
句
碑

「
う
ら
ら
か
や
藪
の
向
う
の
莫
の
理

を
訪

ね
た
。

生
誕
颪
年
記
念
（
９０

律
）
の
建
立

で
、

晶

の

い

い

碑

で

あ

る
。

２０

歳

代

で

岡

凶

を

離

れ

た

以

降
、

様

変

わ

り

し

危

嗣

山

を

兇

て
思

い

出

が

こ

わ

れ

る
こ

と

を

恐

れ
、

頑

と

し

て

郷

里

に

帰

ら

な

か

っ

た

百

間
。

だ

が
、

終

生
、

岡

山

を

愛

し

続

け
た

彼

は
、

少

年

の

臼

を

回
想

し
て
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
書
か
れ
た
名

作
が
多
い
。

信
心
深
い
祖
母
に
連
れ
ら
れ

て
お
参
り
に
行
っ
た

『
三
谷
の
金
剛
様
』

も

そ
の
一

つ

で
あ

る
。

こ
ど
も
の
心
の
鳳
景
を

描
い
た
坪
翻
譲
治

局

本

児
童

文
学

の

三

大

作

家

の
一

人
、

坪

田

譲

治
一
ユ
８
９
０
∫

且
９
８
２
一
の

時
か

り

の

地

を

訪

ね

た
。

皿

岡

山

駅

酉

口

か

ら

約

ユ

キ

ロ
、

な

か
よ

し
保

育

園
の

周

辺

が
、

善

太
と

三

平

を
主

人
公

に

し

た

坪

田

の
代
表
作
、

『
お
化
け
の
世
界
』

『
風
の

申
の
子
供
』

『
子
供
の
四
季
』

な
ど
の
舞

台
と
な
っ
た
ラ
ン
ブ
芯
工
場
の
島
旧
製
鐵

所

が

あ

っ

た

所

で

あ

る
。

だ

が
、

周

辺

は

市

街

地

化

し
、

譲

治

の
育

っ
た

こ

ろ
の

田

園
風
景
の
繭
影
は
な
い
。

生

家
も
昭
和

６２

年
に
取
り
壊
さ
れ
て
会
杜
の
所
有
姥

と

な
つ

て
し

ま

っ

た
。

わ

ず

か

に

残

っ

た

大

木
、

「
く

す

の

木
」

の

根

元

に
「
坪

田

譲

治

先

生

生

家

跡
」
の

碑
が

あ

っ

た
。

母
校
の
石
井
小
学
校
を
訪
ね
た
。

校
門

を
入
る
と
、

植
え
込
み
の
中
に
譲
治
の
胸

像
と
「
う
さ
ぎ
と
か
め
を
わ
す
れ
ず
に
」
と

銅
板
に
記
さ
れ
た
碑
が
あ
り
、

向
か
い
側

に

も
「
子
供

は
咲

く
花
一
の

碑
が

あ

る

一■
藁

治
直
筆
の
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
部
屋
で

下

山

俊

子

校

長

先

生

か

ら
、

「
善

太

ξ
一．

平

の

会
」
「
坪

閉

譲

治

を

顕

彰

す

る

会
一
、

七

月

七

讐

の

爺

日

に

開

か

れ

る
「
善

太

と

三
平
の
星
祭
り
」
な
ど
の
話
を
お
聞
き
し

た
。

ま

た
、

図

書

室

に

あ

る

譲

治

の

寄

付

を

も

と

に

し

た
「
坪

胴
文

庫
」
に

案

内

さ

れ

た
。

さ

ら

に
、

石

井

幼

稚

鰯

に

あ

る
「
坪

２４

ｉ瑚１１１０戊」弓徽 凄

閉

譲
治

こ

ど

も
館
一
を

紹
介

さ

れ
、

地

域

の

人

々
と
こ
ど

も

達
と
の
土

曜

日
を
申
心

と

し

た
活
動

を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」

次
に
ｔ
ｙ
申
央
凶
書
館
を
訪
ね
た
。

煎
魔

に

文
学
碑
が

あ

る
・

御
影

石
の
上

に
ハ

ト
に

耐
堕
よ
れ

頬
杖
を
つ
い
た
少
女
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
あ
り
、
「
童
心
浄
土
一
の
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ゑ

図
書
館
の
一

階
に
は
坪
嗣
の
展
示

コ

ー
ナ

ー
も
あ

っ
た
。

坪

露
の
椚
童
心
」
は

随

所
に
生
き
い
き
と
し
て
い
怒
川

自
樺
派
⑳
歌
火
屯

添
雫
禰
窒

旧
足
守
瀧
幣
王
の
甥
♂
し
て
生
凄一
れ
淀
木

堅

８

６

∫

１

９

２

麸舵

５
）

の
生
家
と

赫

歌

稗

を

訪

ね

た
。

畑

岡

山

市

足

守

は
、

芋鎚

岡
山
駅
か
ら
遠

粧

か

っ

た
。

吉

備

玄

津
神
杜
、

備
巾

女

高
松
城
跡
を
遇

秤

ぎ

て
、

や

っ

と

木

旧
足
守
藩
侍
屋

敷

に

着

い

た
。

帽
足
守
藩
木
下

家
の
藩
邸
四
に

あ
る
利
玄
の
生
家
は
格
式
の
あ
る
造
り
だ

っ

た
。

粗

壁

造

り

の
土

蔵
と

長

屋

門

は
、

岡

山

県

指
定

史

跡

で
あ

る
。

旧
木
下
家
の
庭
園
で
あ
っ
た
近
水
園
の

漉

に
浮

か

ぶ

鶴
島
に
は
、

花

ひ

ら

を

ひ

ろ

け

っ

か

杓

し

お

と

ろ

へ

に

牲
丹
お
患
淀
葦

繋

磐

は

滋

簿

珪

の

歌

碑

塑

滋
鰯
懇

繍

慈
芭

幼

繍

属
憾

遊

ん

だ
倉
然
隠
顧
裳
滋
懇
滋
湧
敬
鶴
憾
、

ほ
約

も
の
鰯
糞
蟻
緯
鰯
獄
畿
簿
懇
滋
罵
螂

聰
稲

授

隼

の
建

立
。鐘

馴
市
歴
史
震
俗
資
料
館

備
一
型
巾
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

企
画

展

「
和
気
閑
谷
の
學
び
舎
丁
近
現
代
を
拓

い

た

偉

才

た

ち
」

を

闘

い

て

い
た
。

主

な

展
示
は
、

壬
一
百

局

憧
馴
焼
の
藤
原
啓

た

ち
と

「
関

谷

の
学

舎
」

で

あ

っ
た
。

二

階

の
文

芸

室

へ

行

く
。

こ

こ

で

は
、

正

宗
白

鳥

↑

８
７
９

Ｓ
工
９
６
２
一
の

直

筆

の

原

稿
、

書

簡
、

色

紙
、

２９

巻

の

全

集

の

ほ

か
、

肖

像

画
、

生

家
の

写
真

な

ど

貴

重

な

資

料
が

多
か

っ
た
。

弟

由

正

宗

敦

夫

（
了
８
８
ユ

∫

１
９

５
８
）
は
、

生

涯

を

生

地

。
穂

浪
で

お

く

り
、

国

文

学

の

研

究

に

没
頭
、

そ
の
蔵
書
を

「
正
宗
文
庫
」

と
名

づ

け

て

い

た

が
、

そ

の
一

部

資

料
、

写

真

な

ど
が

展
示

さ

れ

て

い
た
。

一
、

禾

露

風
（
互

８

８
９

∫

ユ
９

６

４
）

は
、

兵
庫
県
龍
野
出
身
で
閑
谷
学
校
に
学
び
、

糧
歌

『
赤
と
ん
ぼ
』

で
有
名
に
な
っ
た
詩

人

で

あ

る
。

藤

原
霧

霜

（
後

出

苗

奥

津

温

泉
）

は
、

塞
獄
塗
漢
海
想
淋
、

件
上
小
学

校
、

閑
谷
学
校
績
掌
彪
愁
縁
淡
塗
写
真
な

娑
の
資
㎜
徽
澱
嬢
議
慧
椛
で
い
馬
。

柴

揮

鍾
一

爾

琢

§
玉
７

∫

７
８
）
は
、

備

止
馳
病
鶴
海
⑳
塗
濠
舵
川

粗
母
に
溺
愛
さ
れ
て

”



育

ち
、

腕

臼
小
僧

と
し
て

有
名
だ

っ
た
。

慶

応
生
欝

奉

仕
掌
中
か
ら
コ
ニ
胆
ふ
匡

に

作

晶

の
発

表

を

つ
づ

け
、

１
９
５
ユ

年

『
イ

エ

ス
の
衣
浬

で
直

木
嘗
廿
憲

蕃
興
し
た
。

王
９

５
６
年
か
ら
週
刊
新
潮
に
連
載
し
た

『
眠
狂

四
郎
無
頼
控
』
が
あ
た
り
、

爆
発
的
人
気
作

家

に

な

る
。

こ
の

小

説

で

円
月

殺

法

と

い

う
剣
法
を
創
案
し
時
代
小
説
に
新
し
い
ジ

ャ
ン

ル
を
開

い
た

人
で
あ

る
一

禽

０
Ａ

γ

Ａ

－

鐘

幣

翼

椅
上
３
轟
６
。

凋
備
繭
椅
上
駅
か
ら
穣
繋

曹

靖

９
跨
５

粥

跨

３０

分
。
休
館
濱
は

月
躍

挽

易
習、
義

韓

欝

０
８

６

９
曲
６

嬉
・
嫁
硲

２

ｇ

亜
案
自
鳥
の
生
家
跡
と
文
学
碑

自
然
主
義
文
学
の
大
家
と
い
わ
れ
た
正

｛一
否
Ｈ
鳥
の

生

家

跡

を

訪

ね

た
。

穂

浪
は

片

上
湾
に
近
い
港
町
で
ま
さ
に

「
入
江
の
ほ

と
り
」

だ

っ
た
。

住

吉

神
杜

の

脇

か
ら

北

へ
小
路
を
入
る
と
、

左
側
の
土
塀
に

「
正

宗
日
鳥
生
家
跡
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。

海

持

ち

島

持

ち

山

持

ち
の

旧
家

だ

っ

た

が
、

家

は

取

り

私

わ

れ

て
い

た
。

だ

が
、

残

っ

た

広

い

屋

敷

の
大

き
な

ク

ス

ノ

木

の

下

に
、

臼
鳥
の
文
学
碑
が
建
っ
て
い
た
。

自
然
石

に
は
め
こ
ま
れ
た
黒
御
影
石
に

『
入
江
の

ほ

と
り
』

の
一

節

が

刻

ま

れ

て
い

る
。

西

風

の

凪
い

た

蹄

の

入

江
は

鏡

の

よ

う

で

漁
船
や
肥
舟
は

眠
り
を
促
す
よ
う
な

櫓

の

音

を
立

て
た

白

島

入

江

の

ほ
と

り

よ

り

『
入

江

の

ほ

と

り
』

は
、

ふ

る

さ

と

の

家

を

題

材

と

し

た

も

の

で
、

大

正

４

年
、

雑
誌
「
太

陽

に
発
表
さ
れ
て
好
評
を
醇
し

た

小

説

で
あ

る
。

し
ず
た
に

特
溺
史
跡
、

帽
閑
谷
学
校

江
戸
初
期
の
備
前
の
藩
王
。
池
困
光
政

が
庶
昂
教
育
の
場
と
し
て
建
て
た
学
校
で
、

壮

大

な

理

想

郷
一

儒

学

の
殿

堂

だ

っ

た
。

こ
の
夢
は
以
後
の
藩
王
に
受
け
継
が
れ
て
、

元
禄
年
間
の
こ
ろ
、

現
在
の
施
設
が
完
成

２６

剛 」σ戊」亨徹歩

じ

彪
。

藩

然
か

島

潜
蒸

著

瀦

集
凄

妙
、

嚢

く

の

学

者
、

文

人

を
生

ん

だ
。

全

体

が

国

の
特
別
史
跡
で
国
宝
の
講
堂
を
は
じ
め
国

の
重
要
文
化
財
が
多
い
。

藩
校
の
遺
風
は

岡
山

呈
婦
少
年

蟄
胃
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校

と

し

て

受

け

継

が

れ
、

吉

少

年
の

教
育

に

貢

献

し

て
い

る
。

禽

Ｄ

Ａ

↑
冷

－
傭
此
製
…
蘭

魯

フ

§

４
。

峨

鰻

鍵
爵
藷
搬
ら
多
ク
シ
ー
郷

盆

闘
門
は
９
鱗
≦

η

時
。
休
館

浸
は

被

層

鎚

鐙

壬

碗

驚
。

大

人
３
０
０

門

欝

０
８

６

§
・
６

フ
・
１
琢

３
６

お

伽

う

え

土
」
い

し

ゆ
一
「

津
股

錐
と
尾
上
柴
舟
の
歌
碑

津
山
巾
の
シ
ン
ボ
ル
鶴
山
城
祉
は
、

近
づ

く
と
大

き
く

て
立

派
だ
っ
た
。

大

手
門

に
着

く
ま
で
に
城
壁
の
石
垣
に
員
ゲ
奪
わ
れ
た
。

鶴

山
公

園
は
、

桜

の
太
が

多
か

っ
た
。

春

は

桜
の
名
所
ち
し
い
。

津
山
出
身
の
歌
人

尾

上
八
郎

栗
冊
ｉ
８
７
６
∫
ヨ
９
５
６）
の
歌

碑
ち
桜
の
木
の
下
に
あ
つ
迄

圭

ぬ

く

き

に
ほ

ひ

み
た

せ

て

山

さ

く

ら

さ

き

き

は
麦

れ

ば

雨

よ

ぶ

ら

し
も

古
寒

２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
や

露

宏
い

大
き
な
自
然
石
に
、

三
行
に
記
さ
れ
て
い

尾 上
．柴病η）綴砺隼 津一．滅護

嚢

る
。

や

が

て

雨

が
や

っ
て

き

そ

う

な

春

の

凶

の

満

開

の
山

桜

の

叙

最

歌

で

あ

る
。

昭

和

２９

年
、

文

化

の

臼

に
、

建

立

さ

れ

た

二

の

歌

碑

歌

も

い

い
が
、

場

所
も

よ

く
、

上
等
の
文
学
碑
だ
と
思
い
な
が
ら
城
趾
を

あ

と

に

し

た
。

文
人
が
愛
し
た
奥
簿
濾
翼

土
里
川
川
の
流
れ
が
美
し
い
渓
谷
沿
い
に
あ

灘

、

繋

寮
一一。

老
舗
の
椛
鹿
園
は
、

藤
原
蟹
徽
烹
§
蟹

１

－
８

笠

頃
秘

り

㈹

宿

怨
滋

葛
竈

彼

は
菓

京
本
郷
の
生
ま
抗
だ
淡
、

幼
く
し
て
爾
親

を

亡

く

じ
、

父
の

生

家

で
あ

罵
鰯

ぬ

県

禰

気
郡
庶
幽
瞭

（
現

盗

擢
型
皿

の
組
緑
の

家

で
育

て
ら

れ
、

爾

山

と

の

縁

は

深

い
。

藤
原
の
出
世
作
は
工
９
４
８
年
に
発
表
し

た

『
秋
津
温
泉
』
。

戦
後
文
学
で
は
ま
れ

な
叙
情
的
作
晶
と
し
て
好
評
を
得
た
。

藤

原
は
こ
の
悲
恋
の
話
を
和
歌
山
の
旅
館
で

聞
い
た
が
、

傭
前
に
住
む
叔
父
に
連
れ
ら

れ
て
河
鹿
園
を
訪
ね
た
時
、

こ
の
温
泉
が

気

に

入

り
、

こ

こ

に

舞

台

を

移

し

て

小
説

を

書

い

た
。

温

泉

の

名

を
「
秋

津

温
泉
」
、

旅
館
の
名
を

「
秋
津
荘
」

と
し
た

王
９

６
２
年
、

岡

田

茉

莉

子

主

演

で

松

竹

に

よ

り

映

画
化

さ

れ

た
。

濁

濁

は

こ

の

小

説

を

読

ん

で
、

自

分

の
ユ
Ｏ
Ｏ
本

出

演

記

念

映

画

と

し

て

企

画
、

意

欲
的

に
と

り

く

み
、

２７
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撮
影
巾
に
吉
田
喜
重
監
督
と
の
信
頼
が
恋

に

発

展
、

結

婚

と

い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド

も

生

ま

れ

た
。

主

要

ス
タ

ッ

フ
が

宿

泊

し

た

の

も
河
鹿
因

ご
主
人
の
宇
上
泰
雄
さ
ん
は
、

「
そ

の

後

も

お
、

人

は

よ

く
来

ら

れ

ま

す
」

と

語
り
、

つ
き

合

い

が

続

い

て

い

る

と

の

こ
と
。

旅

館

に

は

当

時

の

岡

田
、

長

門

裕

之

た

ち

の

写

真
が

残

っ

て

い
た
。

奥
津
渓
谷
で
行
わ
れ
た
撮
影
場
所
を
宇

上

さ

ん

に

案

内

し

て

も

ら

っ

た
。

当

時

の

「
大
釣
荘
一
の
古
い
建
物
は
改
造
さ
れ
て
レ

ス

ト

ラ

ン

に

な

っ

て

い

た
が
、

ラ

ス

ト

シ

ー

ン

の

甑

穴

群

は

そ

の
ま

ま
。

新

子

（
岡

出
一

が
自
殺
す
る
渓
谷
は
、

花
山
囲
石
が
削

れ

て
ぼ

二
ぼ

こ
と

凹
凸

の

で

き

た

景

勝

地
。

新
子
の
心
の
傷
を
表
す
の
に
は
ぴ
つ
た
り

の

所

だ

っ
た
。

ユ
９
３
３
（
昭

和
８
）
年

夏
、

与

謝

野

鉄

幹
と
晶
子
が
奥
津
温
泉
を
訪
ね
て
い
る
。

そ
の
時
詠
ん
だ
歌
が
１
０
基
の
歌
碑
と
な

っ

て
、

吉

井

川

沿
い

の

「
歌

の

小

径
」

に

点
在
す
る
。

河
鹿
園
に
は
晶
子
直
筆
の
歌

の
掛
軸
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

温
泉
公
園
に
は
赤
磐
市
出
身
の
歌
人
、

岡
野
直
七
郎
の
歌
碑
が
ポ
る
。

音

立

て

て

な
が

る

る

水
の

す

が

し
さ

は

そ

の

み

な
も

と

へ

つ
い

に

か

え
ら

ず

昭
和

５０

年
の

壁
Ｙ
で
一

い
い
歌

碑
で
あ

る
一

⊥
芭

や

生
十

し

ヒ

ｉ

＾

い

木
山
捷
平
詩
碑

木

山
捷

平

（
ヱ
９
０
７

∫
６
８
）

は
笠

岡

市
に
生
ま
れ
、

東
只
の
東
洋
大
学
に
学
び
、

詩

人

と

し

て

出

発
、

の

ち

小

説

を
志

す
。

満
州
の
農
地
開
発
に
携
わ
っ
た
が
、

戦
後

帰
国
し
て
か
ら
文
壇
に
地
位
を
固
め
昭
和

ｗ

年
、

満

州

生

活

の

経

験

を

も

と

に

し

た

『
大
陸
の
綱
道
』

で
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
を
受
け
る

詩
碑
は
郷
里
の
古
城
山

公

園
の

海

の

見

え

る

眺
望

の

よ

い

一

角

に
、

１

９
４

５

年
、

建

て

ら

れ

た
。

杉
山
を
と

ほ
り

て
杉
山
の
中

に

一
本
仏
を
見
出
で
た
り

あ
た
り
の

杉

に
父
っ

て

あ

た
り

の
杉

の

や
つ
に

ま

っ

す

ぐ

に
立

っ

て

ゐ

る

そ

の

姿

そ
の

姿
が

ど

う
も

を

か

し
か

り
け

り
。

旧
家
の
庭
に
あ
る
歌
碑
は

ひ
ん
が

し
の
島

根
の
中

の
き
び
つ
く

に

き

び
圭
ふ

る
主
を
た
が

わ
す
れ

め
や

で

あ

る
。

ほ
か
の
主
要
な
文
学
碑

・
近
松
秋
江
詞
碑

（
頽
熟
郡

頽
棚
灘

挫
）

咀
簿
蘭

漣

嚢
諦
碑

（
奮
敷

亜

警
一
冠

神

襖

濠
出
甫
井
Ｑ
長

凌
奇
）

・
与
謝
野
縞
子
歌
碑

（
富
簾
需
一
湯
原
掘
醤
淋

莞、
竈

護

蟹

・

若

固
牧

永

・
童
曇
泌
尋

・

旅

人
歌

碑

（
新
昆
硫
薪
暴
幽
野
二
本
松
）

・
佐
佐
悉

億
鰯
歌
碑

（
瀬
戸
内
甫

菱
㎜）

・
柳
慶
一
暴
籔
碑

（
鐙
製
煤
蔀
一

・
鰯
野
直
七
郎
歌
碑

（
赤
駿
嚢

出

陽
跡

直
七
螂
雲
残

鯉

墜
錨
菅
昌
蟹

亜

小

川

正

亭
歌

碑

（
瀬

戸
内
宙
藺
醤
魎
愛
隻
麗
）

二
氷
瀬
湊
芋

歌
碑

（
備
翻
嗣
）
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